
［一般書］その他
　◆顔は口ほどに嘘をつく　　　　　　　　　　　［ポール・エクマン］

　◆ちょっとまじめな日本史Ｑ＆Ａ（上・下）　　　　　［五味　文彦］

［一般書］小説・エッセイ 　◆日本にいどむ中国　　　　　　　　　　　　　　　　［古森　善久］

　◆あやし　うらめし　あな　かなし　　　　　［浅田　次郎］ 　◆ブッシュのあとの世界　　　　　　　　　　　　　　［日高　義樹］
　◆さよならの向こう側（上・下）　　　　　　［井上　香織］ 　◆資源インフレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　［柴田　明夫］
　◆無償の愛　　　　　　　　　　　　　　　　［岩井志麻子］ 　◆英語より日本語を学べ　　　　　　　　　　　　　　［竹村　健一］
　◆聞き屋与平　　　　　　　　　　　　　　　［宇江佐真理］ 　◆スズメの少子化、カラスのいじめ　　　　　　　　　［安西　英明］
　◆棄霊島（上・下）　　　　　　　　　　　　［内田　康夫］ 　◆若年性認知症　　　　　　　　　　　　　　　　　　［宮永　和夫］
　◆さざなみ情話　　　　　　　　　　　　　　［乙川優三郎］ 　◆暮らしたいのはこんな家
　◆ユグドラジルの覇者　　　　　　　　　　　［桂木　　希］ 　◆丸山米子のパッチワーク仕事　　　　　　　　　　　［丸山　米子］
　◆１００万分の１の恋人　　　　　　　　　　［榊　　邦彦］ 　◆春夏ニットコレクション
　◆余命　　　　　　　　　　　　　　　　　　［谷村　志穂］ 　◆ｼﾝﾌﾟﾙ素材を「おいしい!」１品に!みなくち流ﾚｼﾋﾟ［みなくちなほこ］
　◆一応の推定　　　　　　　　　　　　　　　［広川　　純］ 　◆一流シェフのとっておきカップデザート
　◆浮かれ黄蝶　　　　　　　　　　　　　　　［平岩　弓枝］ 　◆飽食の海　　　　　　　　　　　　　　［チャールズ・クローバー］
　◆海坂藩大全（上・下）　　　　　　　　　　［藤沢　周平］ 　◆ハートで感じる英文法（会話編）　　　　　　　　　［大西　泰斗］
　◆戦争を知っていてよかった　　　　　　　　［曽野　綾子］
　◆新・風に吹かれて　　　　　　　　　　　　［五木　寛之］ ［児童書］
　◆アナシンの血脈（上・下）　　　　　［ニール・ゲイマン］ 　★なまえをみてちょうだい　　　　　　　　　　　［あまん　きみこ］

　★キサトア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［小路　幸也］

［絵本］ 　★ラジオ・キス　　　　　　　　　　　　　　　　　　［白倉　由美］
　★きょうりゅうたちが　かぜひいた 　★ヒカリとヒカル　　　　　　　　　　　　　　　　　［夏　　　緑］
　★くもりのちはれ　せんたくかあちゃん 　★プチ・ニコラもうすぐ新学期　　　　　　　　　　［ルネ・ゴシニ］
　★シャンプーなんて、だいきらい 　★ちいさな天使とデンジャラス・パイ　  　　［ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ・ｿｰﾈﾝﾌﾞﾘｯｸ］

　★ニューワと九とうの水牛 　★ローズクイーン　　　　　　　　　　　　　　　　［Ｍ・Ｅ・ラブ］

　★せいくんと　ねこ 　★いかりのギョーザ 　★よいこととわるいことってなに？　　　［オスカー・ブルニフィエ］
　★ひみつのもり 　★子リスのアール 　★ツシマヤマネコのひみつを追え！　　　　　　　　　［大塚　菜生］
　★もぐらのグラボー 　★しましまじま 　★発想力が身につくふしぎ絵ワールド　　　　　　　　［内藤　誼人］

 ▲ここ青島海岸？いいえ、スゲ浜です！

～婦人学級“ガーデニング講座”～

－平成１８年度合唱団退団式－

　３月は各学校で卒業式があり、北松西高３年生３７名が希望を胸に巣立っていきました。また、斑
小学校は５８年の歴史に終止符を打つ最後の卒業式となり、３月２４日には閉校式が行われました。
一つの時代が終わりを告げ、また新たな歴史が始まります。

　公民館開設学級『婦人学級』では、３月２１日（水）に

「ガーデニング講座」を行いました。
　最近では、町内でも草花を育てたり庭に飾ったりされてい
る愛好者の方も多くみられ町内を華やかにされているようで
す。

次々と手際よく配置されていく様に感心されていました。さ
あいよいよ受講生の実践の番です。受講生の皆さんは、講師
の見本をじっくり観察したり周りの人のと比べたりしなが
ら、ワイワイガヤガヤ賑やかに自分なりの寄せ植えを作り上
げていきました。

　来年度も、季節折々の
ガーデニング講座を計画
したいと考えていますの
で乞うご期待！

　完成した寄せ植えは皆さん自宅に持って帰りましたが、先
生から「水やりなどの後の手入れも大切です。１ヵ月後くら
いに皆さんで各家々をまわって観察されてもおもしろいと思
いますよ」と話がありました。参加された皆さん、ご自分で

作った寄せ植えはどうで
すか？元気に花を咲かせ
ているでしょうか？

　歴史民俗資料館は開館時間が４月
１日から９月３０日まで夏時間とな
ります。
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遊 遊 句 お ぢ か 面 白 話 （その１４）

　１４～５年前、神奈川県は海老名市での話である。

　手狭になった家を新築しましたが、その新築祝いに関東
地域にいる同級生を数人招待しました。なんせ、９桁を超
える豪邸です。同級生一同は皆ビックリ仰天し、口々に
「うまらしか家ばい！」と、しきりに感心していました。

　私の同級生で筒井浦出身のＨ君は昔から行動範囲が広
く、若い頃アチコチを放浪していたが、２０代後半の時に
花の都東京で良家の子女と知り合い結婚しました。嫁さん
の両親に気に入られた彼は、嫁さんの両親と同居し、マス
オさん状態（養子みたいなもの）で家業を手伝った。彼は
持ち前の頑張りで懸命に働き、時流にも乗って、家族で経
営している会社の業績は好調を持続しました。（と、ここ
までは普通のサクセスストーリーです。）

　浮かれる友達たちを尻目に、彼と一番仲が良かった和代
さんは帰り際にＨ君を玄関外まで引っ張り出し、真剣な顔
をして、手をシッカリ握りながら、「あよぉ～、あんたは
何があっちでん、辛抱せねばな！」と諭したそうです。
〔注釈〕和代さんは、この家を追い出されないように心底から心
配してくれたのでした。　　　　　　　　　　　　　　　（近
藤）
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　体育指導委員会では
場所は未定ですが、１
９年度もウォーキング
を計画しています。ご
希望の場所等があれ
ば、身近な体育指導委
員か公民館まで連絡を
お願いします。

　３月１７日（土）、赤浜海岸公園広場を利用して平成１８
年度の活動を終えた、小値賀少年少女合唱団の退団式が行わ
れました。昨年から取り入れた退団式を兼ねてのお別れ遠足
です。昨年は生憎の悪天候で、体育館アリーナでの実施を余
儀なくされましたが、今年は素晴らしい天気に恵まれて屋外
で実施することができました。
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　　兼題…彼岸・自由題
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　なお試行的に、３月まで毎月第２日曜
日を入館料無料とし、合わせて万日堂を
開堂しておりましたが、４月より本実施
としますので町民皆さまのさらなるご利
用をお願いします。

歴史民俗資料館よりお知らせ

　今回は、受講生以外でも興味のある方はどうぞ…とお声を
かけたところ、予想を超える３１名もの参加申込みがありま
した。講師には、佐世保市で造園業を営みグリーンアドバイ
ザーの資格もお持ちの牟田陽三さんをお招きし、「春のコン
テナガーデン作り」としてマーガレットやレースラベン
ダー、ペチュニア、花かんざしなど７種類の草花を使い、庭
先やベランダに飾る寄せ植えを作ってみました。
　まずは講師の先生から、草花の育て方やガーデニングの楽
しみ方をお聞きし、次に先生の寄せ植えの実演を間近で見、

　３月２５日、春爛漫の日曜日、小値賀町体育指導委員会の
主催で宇久島ウォーキングが実施されました。今回の参加者
は総勢２０名、柳港で出発式を行い、朝一番のみつしま丸で
神浦港へ渡りました。
　心配されていた雨も夜のうちに上がって、昼前には雲もと
れ絶好の日和となりました。参加者たちは思い思いのペース
で、談笑しながら歩を進めました。宇久町自慢の総合運動公
園でしばし休憩した後、平郷に入りました。平では、宇久島
歴史資料館、東光寺、平家盛公以下七代の墓、神島神社を見
学して大浜海水浴場へ向かいました。

　公民館では１９年度も継続事業として、第35期生の募集を
４月中旬から行います。音楽活動を通して、仲間づくりや社
会性の醸成、感性豊かな小値賀っ子を育みたいと思います。
今後とも町民皆さまのご理解とご支援をお願い致します。
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　途中、道端のツワ蕗、タラの芽、ワラビ、見事に繁茂した
クレソンなどをお土産にと摘む人もいました。タラやクレソ
ンは小値賀本島よりも多く自生しているようです。

　若者交流センターを出発して赤ダキ遊歩道を歩き、途中
２ヶ所の展望台で絶景を楽しみ、記念写真を撮って３０分ほ
どで全員赤浜公園に到着しました。
　ドッジボールや草スキー、海岸遊びなどで楽しく遊んだ後
は、お待ちかねのお弁当タイムです。今年も団員の希望で豪
華なお寿司弁当になりました！
　１８年度の主な活動は、８月末に諫早市で行われた長崎県
合唱団合同演奏会、敬老の日の巡回公演、町民文化祭、音楽
フェスティバルへの参加でしたが、クリスマス会や今回のお
別れ遠足も楽しい思い出になったのではないでしょうか？！

　スゲ浜海水浴場（別名：宇久サンライズマリンパーク）で
昼食をとり、平の市街を見て神浦への帰途につきました。神
浦に付いた時、参加者の一人が持っていた歩数計は３万歩を
超えていました。何と、１８ｋｍ以上歩いた計算になりま
す！

開館時間（入館は5:30まで）
午前１０時から午後６時まで

宇 久 島 の 春 を 歩 い て 来 ま し た
～自然と歴史の探訪ウォーキング～

発行：小値賀町公民館　【小値賀町笛吹郷２３７１番地　電話0959‐56‐3838】


